
開
港
・
明
治
期
の
横
浜
資
料

①
開
港
期
の
横
浜
内
外
資
料

石
井
孝
〈
津
田
塾
大
学
教
授
・
横
浜
市
史
常
任
編
集
委
員
〉

㎜

は
じ
め
に

　
横
浜
に
は
守
護
も
地
頭
も
大
名
も
居
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
は
じ
め
か
ら
市
民
の
町
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も

あ
る
ら
し
い
が
、
こ
れ
は
、
は
な
は
だ
し
い
認
識
不
足

で
あ
る
。
横
浜
は
、
開
港
と
い
う
資
本
主
義
列
強
の
要

求
に
応
じ
て
、
幕
府
と
い
う
政
治
権
力
に
よ
っ
て
創
造

さ
れ
た
都
市
で
あ
る
。
そ
れ
に
さ
い
し
て
、
本
来
の
横

浜
の
住
民
で
あ
る
農
漁
民
は
本
村
の
一
角
に
追
放
さ
れ

そ
の
あ
と
へ
は
一
獲
千
金
を
め
ざ
し
て
他
所
者
が
入
っ

て
き
た
。
ま
た
建
設
さ
れ
た
港
町
横
浜
の
う
ち
東
半
分

が
、
わ
が
行
政
権
力
の
入
り
え
な
い
外
国
人
居
住
地
域

（
居
留
地
）
と
さ
れ
た
こ
と
も
、
横
浜
な
ら
で
は
み
ら

れ
な
い
特
色
で
あ
る
。

　
横
浜
は
幕
府
の
直
轄
地
で
、
神
奈
川
奉
行
が
最
高
の

行
政
官
で
あ
っ
た
。
奉
行
は
、
眺
望
の
よ
い
野
毛
山
の

上
に
庁
舎
を
設
け
、
ほ
か
に
新
た
に
建
設
さ
れ
た
横
浜

の
中
央
に
運
上
所
を
お
き
、
そ
こ
で
外
交
・
貿
易
の
事

務
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。
横
浜
の
町
政
に
当
る
機
関
と
し

て
町
会
所
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
に
総
年
寄
や
各
丁
目
の

名
主
が
出
勤
し
て
事
務
を
と
っ
た
。
総
年
寄
や
名
主
は

奉
行
に
任
命
さ
れ
た
町
役
人
で
あ
り
、
か
つ
町
会
所
に

は
奉
行
の
下
役
も
出
勤
し
て
い
た
の
で
、
町
会
所
は
町

民
の
自
治
機
関
で
は
な
く
、
神
奈
川
奉
行
に
よ
る
行
政

①
開
港
期
の
横
浜
内
外
資
料

②
明
治
期
横
浜
の
貿
易
と
そ
の
資
料

は
じ
め
に

公
文
書

商
人
の
資
料

外
国
資
料
お
よ
び
新
聞
紙

の
末
端
で
あ
る
。
そ
し
て
維
新
後
、
こ
の
官
治
行
政
機

構
が
神
奈
川
県
（
神
奈
川
裁
判
所
・
神
奈
川
府
と
い
っ

た
こ
と
も
あ
る
）
の
も
と
に
入
っ
た
。
し
か
し
政
府
の

行
政
権
も
居
留
地
に
は
及
ば
な
い
の
だ
か
ら
、
横
浜

は
、
租
界
（
日
本
の
居
留
地
と
同
じ
）
を
も
つ
中
国
の

開
港
場
と
同
じ
よ
う
に
、
半
植
民
地
的
色
彩
を
も
っ
て

い
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
官
僚
行
政
の
も
と
で
、
横
浜
を
経
済
的
に
支

配
し
た
の
は
、
他
地
方
か
ら
横
浜
に
移
住
し
投
機
に
成

功
し
た
商
人
、
と
く
に
横
浜
第
一
の
輸
出
品
生
糸
を
外

国
商
館
に
売
っ
た
生
糸
の
売
込
商
で
あ
り
、
原
（
亀
屋
）

・
茂
木
（
野
沢
屋
）
が
そ
の
最
大
の
も
の
で
あ
っ
た
。
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特
集
・
都
市
に
お
け
る
資
料
館



石
井
寛
治
氏
の
『
日
本
蚕
糸
業
史
分
析
』
に
よ
る
と
、

一
九
世
紀
末
、
原
・
茂
木
の
所
得
は
、
安
田
・
古
河
・

大
倉
の
そ
れ
に
匹
敵
し
て
い
た
。
彼
ら
が
い
ず
れ
も
生

糸
産
地
の
出
身
で
、
そ
の
集
荷
に
恵
ま
れ
た
条
件
を
も

っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
さ
て
横
浜
は
、
文
献
上
の
資
料
に
最
も
恵
ま
れ
て
い

な
い
都
市
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
で
市
の
中
心
部
が
灰

燈
に
帰
し
た
た
め
、
行
政
に
関
係
す
る
官
公
庁
の
文
書

や
横
浜
の
経
済
界
を
支
配
し
た
商
店
の
文
書
も
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。
私
は
、
過
去
二
十
余
年
間
『
横
浜
市

史
』
の
編
集
に
従
事
し
て
き
た
が
、
中
心
と
な
る
べ
き

資
料
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
周
辺
の
資
料
か
ら
探
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
手
法
を
と

っ
て
も
、
市
の
発
展
の
中
枢
に
迫
る
こ
と
は
な
か
な
か

困
難
で
、
で
き
上
っ
た
も
の
を
み
る
と
、
や
は
り
隔
靴

掻
岸
の
感
を
免
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
開
港
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
、
い
わ
ば
創

生
期
の
横
浜
の
歴
史
を
知
る
に
は
、
ど
ん
な
文
献
資
料

が
あ
る
か
を
み
よ
う
。

公
文
書

　
横
浜
と
同
時
に
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
長
崎
・
箱
館

（
函
館
）
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奉
行
の
文
書
が
現

存
し
て
い
る
の
に
、
横
浜
で
は
す
で
に
明
治
初
年
、
神

奈
川
奉
行
の
文
書
は
失
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
私
は
か

つ
て
、
史
料
編
纂
官
中
村
勝
麻
呂
氏
（
故
人
）
か
ら
、

神
奈
川
奉
行
の
文
書
は
政
権
移
動
の
さ
い
旧
幕
府
側
に

よ
っ
て
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い

た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
横
浜
は
す
で
に
、
震
災
を
待
た

ず
に
、
公
文
書
の
存
在
と
い
う
点
で
は
、
他
の
開
港
場

に
く
ら
べ
て
恵
ま
れ
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。

　
そ
う
す
る
と
、
神
奈
川
奉
行
の
文
書
に
代
る
べ
き
幕

末
期
の
公
文
書
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
外
国
奉
行
の
文

書
を
中
心
に
徳
川
幕
府
が
編
集
し
た
外
交
文
書
集
の

　
『
通
信
全
覧
』
（
安
政
六
年
・
万
延
元
年
）
お
よ
び
そ
れ

を
引
き
つ
い
で
外
務
省
が
編
集
し
た
『
続
通
信
全
覧
』

　
（
主
と
し
て
文
久
元
年
以
後
の
文
書
で
、
『
通
言
全
覧
』

に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
の
文
書
を
も
含
む
）
に
は
、

多
数
の
横
浜
関
係
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
幕
末
期
に
お
け
る
横
浜
関
係
の
最
も
よ
く
ま
と
ま
っ

た
国
内
資
料
で
あ
る
。
『
通
信
全
覧
』
お
よ
び
『
続
通

信
全
覧
』
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
類
輯
之
部
」
と
「
編
年
之

部
」
と
二
様
の
形
態
で
編
集
さ
れ
て
い
る
が
、
『
続
通

信
全
覧
』
の
「
編
年
之
部
」
は
、
今
日
、
原
型
で
は
存

在
し
な
い
。
『
通
信
全
覧
』
お
よ
び
『
続
通
信
全
覧
』

は
い
い
ま
だ
完
全
な
公
刊
を
み
て
お
ら
ず
、
戦
時
中
。

『
通
信
全
覧
』
と
『
続
通
信
全
覧
』
（
い
ず
れ
も
「
類
輯

外
交
史
料
集
成
』
の
名
で
刊

行
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
戦
争
が
苛
烈
に
な
る
と

と
も
に
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
『
続
通
信
全
覧
』
の

う
ち
横
浜
関
係
の
も
の
は
、
『
横
浜
市
史
』
資
料
編
三

～
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
『
通
信
全
覧
』
お
よ

び
『
続
通
信
全
覧
』
編
集
の
基
礎
と
な
っ
た
外
国
奉
行

の
文
書
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
お

り
、
他
の
外
国
関
係
の
公
文
書
と
と
も
に
『
幕
末
外
国

関
係
文
書
』
と
し
て
編
年
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
今

日
ま
だ
万
延
元
年
三
月
ま
で
し
か
出
て
い
な
い
。

　
横
浜
開
港
の
翌
年
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
か
ら
、

生
糸
ほ
か
四
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
を
扱
う
江
戸
問

屋
が
い
っ
た
ん
買
い
つ
け
て
横
浜
へ
送
る
と
い
う
、
貿

易
の
統
制
が
実
施
さ
れ
た
。
江
戸
問
屋
を
管
轄
し
た
の

は
町
奉
行
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
、
国
立
国
会

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
『
旧
幕
府
引
継
書
類
』
と
い

う
町
奉
行
の
文
書
に
は
、
以
上
の
五
品
関
係
、
と
く
に

生
糸
関
係
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
。

　
『
市
史
』
資
料
編
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
生
糸
が
横

浜
の
港
を
発
展
さ
せ
た
重
要
輸
出
品
で
あ
る
だ
け
に
、

開
港
当
時
の
横
浜
に
と
っ
て
の
重
要
な
資
料
の
一
つ
で

あ
る
。

　
横
浜
を
管
轄
す
る
神
奈
川
奉
行
の
下
部
機
関
と
し
て

保
土
ヶ
谷
宿
名
主
苅
部
（
軽
部
）
清
兵
衛
・
横
浜
村
名

主
石
川
徳
右
衛
門
・
神
奈
川
宿
名
主
石
井
源
左
衛
門
が

同
奉
行
か
ら
総
年
寄
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
町
政
に

当
っ
た
諸
家
の
う
ち
、
今
日
、
開
港
当
時
の
文
書
を
も

っ
て
い
る
の
は
保
土
ヶ
谷
の
軽
部
家
だ
け
で
あ
り
、
そ

の
一
部
が
『
市
史
』
資
料
編
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

石
川
家
の
文
書
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
石
井
家
の
文
書

二
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之
部
」
）
の
一
部
が
『

幕
末

維
新



は
神
奈
川
県
立
文
化
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
が
、
そ
の

う
ち
横
浜
関
係
の
も
の
は
存
在
し
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
維
新
後
、
神
奈
川
奉
行
か
ら
行
政
権
を
引
き
つ
い
た

の
は
神
奈
川
県
で
あ
る
。
神
奈
川
県
の
資
料
と
し
て
、

野
兵
助
日
記
』
と
題
し
て
、
横
浜
市
史
編
集
室
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。商

人
の
資
料

政
府
の
命
令
で
編
集
し
た
も
の
に
『
神
奈
川
県
史
料
』

　
（
明
治
一
～
一
七
）
　
が
あ
り
、
神
奈
川
県
立
図
書
館
か

ら
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
完
全
な
資
料
と
は
い
え
な

い
。
明
治
初
期
に
神
奈
川
県
で
編
集
し
た
外
交
文
書

に
、
外
務
省
所
蔵
の
『
外
交
事
類
全
誌
』
（
明
治
三
）

が
あ
り
、
そ
の
後
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
ま
で
の

外
交
文
書
を
編
集
し
た
も
の
に
『
外
務
要
録
』
が
あ

る
。
後
者
は
、
『
市
史
』
資
料
編
十
六
・
十
七
・
十
八

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
神
奈
川
県
の
公
文
書
が
存
在
し

て
い
な
い
状
態
の
も
と
で
は
貴
重
の
存
在
た
る
こ
と
を

失
わ
な
い
。

　
外
務
省
の
文
書
は
、
『
日
本
外
交
文
書
』
と
し
て
刊

行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
休
の
文
書
の
一
部
に
す

ぎ
な
い
。
外
務
省
外
交
史
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
文

書
の
な
か
か
ら
、
相
当
、
横
浜
関
係
の
資
料
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
そ
の
ほ
か
明
治
初
期
の
資

料
と
し
て
、
本
町
名
主
小
野
兵
助
の
子
孫
長
野
県
上
伊

那
郡
小
野
村
の
小
野
家
で
、
明
治
二
年
　
（
一
八
六
九
）

の
町
会
所
文
書
と
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
兵
助
の

日
記
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
写
本
は
そ
れ
ぞ
れ
。

『
横
浜
町
会
所
文
書
綴
』
お
よ
び
『
横
浜
本
町
名
主
小

　
福
地
源
一
郎
は
、
横
浜
の
商
人
に
は
幕
府
の
内
命
で

店
を
出
し
た
「
門
閥
の
豪
商
」
、
一
獲
千
金
を
ね
ら
っ

て
移
住
し
て
き
た
「
冒
険
投
機
商
」
の
二
つ
の
型
が
あ

る
と
い
っ
て
い
る
。
後
年
横
浜
の
経
済
界
を
支
配
し
た

原
・
茂
木
の
ご
と
き
は
、
「
冒
険
投
機
商
」
の
出
で
あ

る
。
原
・
茂
木
が
短
期
間
に
大
を
な
す
に
い
た
っ
た
こ

と
を
裏
づ
け
る
資
料
は
、
今
日
存
在
し
て
い
な
い
。
し

か
し
私
は
、
『
市
史
』
編
集
の
資
料
を
収
集
し
て
い
る

間
に
、
「
冒
険
投
機
商
」
の
生
態
を
知
る
べ
き
資
料
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
開
港
と
と
も
に
横
浜
へ
出
店
し
た
「
冒
険
投
機
商
」

の
一
人
に
、
甲
州
屋
（
篠
原
）
忠
右
衛
門
と
い
う
人
物

が
あ
る
。
甲
州
屋
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
故
藤

本
実
也
氏
が
『
開
港
と
生
絲
貿
易
』
の
な
か
で
紹
介
し

て
い
た
の
で
、
私
は
そ
れ
を
手
掛
り
に
、
石
井
光
太
郎
氏

と
と
も
に
三
た
び
甲
府
の
東
南
に
当
る
富
士
見
村
（
現

石
和
町
）
東
油
川
の
篠
原
家
を
お
と
ず
れ
、
同
家
の
土

蔵
中
で
多
数
の
横
浜
関
係
の
文
書
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
う
ち
の
主
要
な
も
の
は
、
忠
右
衛
門
が

郷
里
に
残
し
て
お
い
た
長
男
正
次
郎
に
あ
て
て
刻
々
に

横
浜
の
商
況
を
報
じ
た
書
簡
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
「
冒
険
投
機
商
」
が
短
期
間
に
富
を
蓄
積

し
て
い
っ
た
秘
密
を
さ
ぐ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
産
地
の
買
付
価
格
と
横
浜
の
売
込

価
格
の
開
き
か
ら
、
時
と
し
て
は
五
〇
％
か
ら
Ｉ
〇
〇

％
も
の
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
た
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
甲
州
屋
は
、
原
や
茂
木
が
そ
の
地
歩
を
固
め
た

明
治
初
年
に
蚕
種
投
機
の
失
敗
か
ら
没
落
し
て
い
く
の

で
あ
る
が
、
甲
州
屋
に
よ
っ
て
検
証
で
き
た
事
実
は
、

同
じ
「
冒
険
投
機
商
」
の
原
や
茂
木
が
短
期
間
に
大
を

な
し
た
秘
密
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
な

に
ぶ
ん
、
他
か
ら
の
類
推
だ
か
ら
、
ま
え
に
い
っ
た
よ

う
に
隔
靴
掻
岸
を
免
れ
な
い
。

　
篠
原
家
文
書
の
う
ち
忠
右
衛
門
の
書
簡
は
、
拙
稿

「
初
期
横
浜
貿
易
商
人
の
存
在
形
態
」
（
横
浜
市
立
大
学

紀
要
S
e
r
i
e
s
　
A
-
1
8
　
N
o
.
8
5
)
の
附
録
に
収
め
て
お
い
た
。

そ
れ
以
外
の
篠
原
家
文
書
は
、
『
市
史
』
資
料
編
一
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
篠
原
家
の
文
書
は
、
今
日
一
括
し

て
山
梨
県
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
篠
原
家
の
ほ
か
、
横
浜
へ
出
店
し
た
商
人
の
旧
宅

に
文
書
が
残
っ
て
い
る
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
藤
屋

と
よ
ば
れ
た
売
込
商
の
出
身
地
群
馬
県
大
間
々
町
の
藤

生
家
に
は
、
「
洋
商
差
引
帳
」
（
『
市
史
』
資
料
編
一
所
収
）

と
称
す
る
帳
簿
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
久
元
年
（
一
八

六
一
）
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
四
年
間
に
わ

た
る
生
糸
売
込
の
数
量
・
価
額
を
日
を
追
っ
て
記
録
し

た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
長
期
間
の
売
込
記
録
は
め
ず
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ら
し
い
。
売
込
商
の
出
身
地
を
さ
が
せ
ば
、
同
じ
よ
う

な
資
料
が
な
お
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
「
冒
険
投
機
商
」
と
対
照
さ
れ
る
「
門
閥
の
商
人
」

の
う
ち
最
大
の
も
の
は
三
井
で
あ
る
。
三
井
は
幕
府
の

内
命
で
出
店
し
、
生
糸
・
絹
織
物
の
売
込
に
従
事
し
た

が
、
四
年
余
り
で
文
久
三
年
九
月
、
攘
夷
派
の
脅
迫
に

あ
っ
て
貿
易
か
ら
退
き
、
以
後
は
、
そ
の
業
務
を
貿
易

金
融
に
集
中
し
た
。
三
井
家
の
文
書
は
、
三
井
文
庫
に

保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
貿
易
に
関
係
す
る
も

の
を
『
市
史
』
資
料
編
一
に
収
め
て
お
い
た
。
三
井

は
、
越
後
屋
と
し
て
糸
問
屋
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
、

糸
問
屋
を
通
じ
て
の
生
糸
貿
易
統
制
に
つ
い
て
、
町
奉

行
の
文
書
を
補
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

外
国
資
料
お
よ
び
新
聞
紙

　
横
浜
に
つ
い
て
の
国
内
資
料
の
不
足
を
補
っ
て
く
れ

る
も
の
に
、
外
国
資
料
が
あ
る
。
横
浜
は
外
国
人
居
留

地
を
擁
す
る
開
港
場
で
あ
り
、
か
つ
横
浜
を
め
ぐ
っ
て

大
き
な
外
交
上
の
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
横
浜

の
歴
史
を
知
る
た
め
に
外
国
資
料
の
占
め
る
地
位
は
、

き
わ
め
て
大
き
い
。

　
外
国
資
料
の
う
ち
、
英
米
両
国
の
そ
れ
が
最
も
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
英
国
の
資
料
で
議
会
文
書
P
a
r
l
i
a
m
e
n
-

t
a
r
y
　
P
a
p
e
r
s
（
青
書
B
l
u
e
　
B
o
o
k
　
と
よ
ば
れ
る
）
の

う
ち
、
一
般
外
交
に
関
係
す
る
も
の
は
、
主
と
し
て

C
o
r
r
e
s
p
o
n
d
e
n
c
e
　
r
e
s
p
e
c
t
i
n
g
　
A
f
f
a
i
r
s
　
i
n
　
J
a
p
a
n

と
題
さ
れ
、
領
事
か
ら
の
貿
易
報
告
は
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l

R
e
p
o
r
t
s
と
い
わ
れ
る
。
米
国
の
資
料
の
う
ち
一
般
外

交
に
関
係
す
る
も
の
は
　
P
a
p
e
r
s
　
r
e
l
a
t
i
n
g
　
t
o
　
t
h
e

集
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
横
浜
の
外
国
人
居
留
地
で
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六

一
）
に
『
ジ
ャ
パ
ン
＝
ヘ
ラ
ル
ド
』
J
a
p
a
n
　
H
e
r
a
l
d
が

発
行
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
『
ジ
ャ
パ
ン
＝
エ

ク
ス
プ
レ
ス
』
J
a
p
a
n
　
E
x
p
r
e
s
s
'
　
『
ジ
ャ
パ
ン
＝
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
＝
ニ
ュ
ー
ス
』
J
a
p
a
n
　
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l

N
e
w
s
'
『
ジ
ャ
パ
ン
＝
タ
イ
ム
ズ
』
J
a
p
a
n
　
T
i
m
e
s
な

ど
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
『
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
＝
ニ

ュ
ー
ス
』
は
『
日
本
貿
易
新
聞
』
『
日
本
交
易
新
聞
』

『
横
浜
新
聞
紙
』
な
ど
の
名
で
、
『
タ
イ
ム
ズ
』
は
『
日

本
新
聞
』
の
名
で
、
ま
た
『
ヘ
ラ
ル
ド
』
は
『
日
本
新

聞
外
編
』
の
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
邦
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
蕃
書
調
所
（
開
成
所
）
勤
務
の
洋

学
者
が
、
幕
府
要
路
の
参
考
に
供
す
る
た
め
に
翻
訳
し

た
も
の
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
に
収
　

め
ら
れ
る
）
。
明
治
に
な
っ
て
『
ヘ
ラ
ル
ド
』
が
続
刊

さ
れ
た
ほ
か
、
『
ジ
ャ
パ
ン
＝
ガ
ゼ
ッ
ト
』
J
a
p
n

G
a
z
e
t
t
e
'
『
ジ
ャ
パ
ン
＝
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
＝
メ
ー
ル
』

J
a
p
a
n
　
W
e
e
k
l
y
　
M
a
i
l
　
な
ど
が
発
行
さ
れ
た
。
な
お

　
『
ヘ
ラ
ル
ド
』
の
編
集
者
で
『
ガ
ゼ
ッ
ト
』
の
発
行
者

で
あ
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
に
、
横
浜
の
記
事
が
多
い
『
ヤ
ン

グ
＝
ジ
ャ
パ
ン
』
（
邦
訳
平
凡
社
の
『
東
洋
文
庫
』
所

収
）
と
い
う
著
書
が
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
こ
れ
ら
外
字
新
聞
は
、
外
国
公
使
・
領
事
の
報
告
と

相
ま
っ
て
、
横
浜
に
お
け
る
外
人
社
会
の
動
静
や
貿
易

の
状
態
な
ど
を
知
る
に
は
よ
い
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
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文
書
や
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
立
文
書
館
　
N
a
t
i
o
n
a
l
　
A
r
-

c
h
i
v
e
s
　
に
保
管
さ
れ
る
国
務
省
文
書
な
ど
の
原
資
料
が

マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
の
形
で
輸
入
さ
れ
る
に
い
た
っ

て
、
研
究
に
は
大
き
な
便
宜
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
外
国
人
の
殺
傷
な
ど
横
浜
に
お
け
る
外
交
上
の

難
問
題
や
居
留
地
の
形
成
・
構
造
な
ど
を
解
明
す
る
に

は
、
ど
う
し
て
も
外
国
資
料
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
国
内
に
正
確
な
統
計
が
な
か
っ
た
当
時
、
貿

易
の
状
態
を
知
る
に
は
、
と
く
に
英
国
領
事
の
報
告
が

不
可
欠
の
資
料
で
あ
る
。
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
　
R
e
p
o
r
t
s
で

知
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
原
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
公
文
書
と
い
う
べ
き
外
国
資
料
の
ほ
か
、
外

国
人
の
書
簡
や
日
記
が
あ
る
。
最
近
、
高
谷
道
男
氏
か

ら
横
浜
市
に
寄
贈
さ
れ
た
ヘ
ボ
ン
　
H
e
p
b
u
r
n
　
の
書
簡

F
o
r
e
i
g
n
　
R
e
l
a
t
i
o
n
s
　
o
f
　
t
h
e
　
U
n
i
t
e
d
　
S
t
a
t
e
s
　
と
い

い
､
通
商
に
関
係
す
る
も
の
を
R
e
p
o
r
t
　
u
p
o
n
　
t
h
e

(
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
　
R
e
l
a
t
i
o
n
s
　
o
f
　
t
h
e
　
U
n
i
t
e
d
　
S
t
a
t
e
s

w
i
t
h
　
F
o
r
e
i
g
n
　
C
o
u
n
t
r
i
e
s
と
い
う
。
し
か
し
以
上
の

印
刷
さ
れ
た
文
書
集
は
、
外
交
文
書
の
う
ち
の
一
部
を

収
め
た
に
す
ぎ
な
い
｡
戦
後
、
ロ
ン
ド
ン
の
公
文
書
館

P
u
b
l
i
c
　
R
e
c
o
r
d
　
O
f
f
i
c
e
　
に
保
管
さ
れ
る
英
国
外
務
省



そ
の
原
文
は
、
外
国
公
使
の
報
告
な
ど
に
一
部
付
収
さ

れ
て
い
る
の
み
で
、
ま
と
ま
っ
て
存
在
し
て
い
る
も
の

は
な
い
。
た
だ
『
ジ
ャ
パ
ン
＝
タ
イ
ム
ズ
』
の
相
当
の

部
分
が
国
立
国
会
図
書
館
に
存
在
し
て
お
り
、
『
メ
ー

ル
』
は
、
諸
所
に
散
在
し
て
い
る
の
を
ま
と
め
る
と
、

そ
の
大
部
分
が
そ
ろ
う
と
思
う
。

　
日
本
字
の
新
聞
と
し
て
は
、
ま
ず
わ
が
国
最
初
の
日

刊
紙
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
（
の
も
『
東
京
横
浜
毎
日
新

聞
』
と
改
称
）
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ほ

か
横
浜
関
係
の
記
事
が
多
い
新
聞
に
は
、
『
東
京
日
々

新
聞
』
『
時
事
新
報
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
聞
紙
は

公
文
書
が
存
在
し
て
い
な
い
状
態
の
も
と
で
そ
の
欠
を

②
明
治
期
横
浜
の
貿
易
と
そ
の
資
料

山
口
和
雄
〈
創
価
大
学
教
授
・
横
浜
市
史
編
集
委
員
〉

　
関
港
以
降
明
治
期
を
通
じ
て
、
横
浜
が
輝
し
い
発
展

を
と
げ
た
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
横
浜
が
わ
が
国

の
主
要
貿
易
港
と
し
て
さ
か
ん
に
輸
出
入
を
行
っ
た
か

貿
易
額
と
輸
出
入
品

ら
で
あ
る
。
こ
ん
ど
、
横
浜
に
「
開
港
資
料
館
」
が
で

き
て
も
、
そ
こ
に
蒐
集
さ
れ
、
展
示
さ
れ
資
料
の
中
核

を
な
す
の
は
、
貿
易
関
係
資
料
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
外
国
貿
易
か
ら
み
た
明
治
期
の

横
浜
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
資
料
を
若
干

紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
横
浜
は
、
明
治
前
期
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
最
大
の

貿
易
港
で
、
同
港
の
輸
出
額
は
全
輸
出
額
の
六
〇
％
な

い
し
七
〇
％
を
占
め
、
輸
入
額
も
五
〇
％
な
い
し
七
〇

％
を
占
め
て
い
た
。
明
治
後
期
に
入
っ
て
も
、
同
港
の

貿
易
額
は
増
進
を
つ
づ
け
た
が
、
そ
の
比
重
は
低
下
し
、

輸
出
額
で
は
四
五
％
内
外
を
、
輸
入
額
で
は
二
五
％
内

外
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
輸
出

で
は
い
ぜ
ん
第
一
位
の
地
位
を
保
っ
て
い
た
が
、
輸
入

補
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
と
に
『
横
浜
毎
日
新
聞
』

は
、
地
元
の
新
聞
紙
と
し
て
横
浜
関
係
の
記
事
が
最
も

多
く
、
私
も
か
つ
て
『
市
史
』
第
三
巻
下
第
三
編
第
一

章
・
第
二
章
を
起
草
す
る
に
さ
い
し
て
、
同
紙
に
依
拠

す
る
こ
と
が
は
な
は
だ
大
き
か
っ
た
。

貿
易
額
と
輸
出
入
品

外
商

売
込
商

引
取
商

日
本
直
輸
出
入
商

で
は
明
治
二
十
六
年
頃
か
ら
第
一
位
を
神
戸
港
に
奪
わ

れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
神
戸
港
が
こ
の
よ
う
な
発
達

を
と
げ
た
の
は
、
明
治
後
期
に
綿
糸
紡
績
業
、
綿
織
物

業
等
が
大
阪
を
中
心
に
発
達
し
、
そ
の
た
め
神
戸
港
が

綿
輸
入
、
綿
糸
布
輸
出
の
中
心
港
と
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

　
横
浜
港
の
主
要
輸
出
品
は
、
明
治
前
期
に
は
、
生
糸

を
筆
頭
に
茶
・
銅
・
海
産
物
な
ど
で
あ
っ
た
。
初
年
に

は
、
蚕
卵
紙
も
多
く
輸
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
ま
も
な

く
減
少
し
た
。
後
期
に
は
、
茶
に
代
っ
て
羽
二
重
・
絹
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